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富士山の亜高山帯針葉樹林

一富士山の森林植生第 IV報*Jー

遠山三樹夫

(北海道大学農学部応用植物学教室)

Subalpine needle-leaved forests of Mt. Fuji 

-Forest vegetation of Mt. Fuji IV-

By 

Mikio TOHY AMA 

(Botanical Institute， Faculty of Agriculture， Hokkaido University) 

はじめに

富士山の孤高山帯に位置する森林は，未だ人為の影響

が少なく原生林とH子ばれる森林がかなり広い面積にわた

って存在する。南斜面と東斜面は宝永山噴火の際の影響

が大きく，これら森林の回復がおくれているが，北斜面

や西斜面は森林限界が2800m近くまで上昇するところ

もあり，コメツガ，シラピソ，カラマツなどを中J心とし

た亜高山帯針葉樹林が良く発達している。 コメツガ林1)

とカラマツ林2)に関してはすでに報告したが，本報では

それらを再録すると共に，シラピソ林，オオシラビソ林，

イラモミ林についての調査結果を報告する。

本報を草するにあたり終始懇篤なるご指導を賜わった

舘脇操北大名誉教授に深甚なる謝意を表する。また調査

に際してこ協力いただいた北大農学部伊藤浩司助教授に

感謝する。さらに調査に際して種々便宜を与えられた静

間営林署，沼津営林署，山梨県林業試験場各位に感謝の

意、を表する次第である。

群落語査

1. シラピソ林富士山の車高山帯を構成する主要樹

種の一つで山中に広く分布する。垂直的には青木ガ原の

海抜1200m附近を下|浪とし大沢右岸で2800mに迄

達している。富士山て‘は大面積の純林を形成することが

少なし低所にあってはウラジロモしイラモミ，高所

ではコメツガ， トウヒ，カラ 7 ツなどと混生することが

ネ)第工報北大農邦文紀. 5-3. 111-124 (1965) 

第宜報 日生態会誌 15-4. 139-142 (1965). 

第JI[報北大農邦文紀 5-3. 125-137 (1965). 

多い。壮齢林が多く，老齢な過熱林はほとんどみられな

い。稚樹の発生は極めて多いが，生育途上で枯死するも

のも非常に多い。全層詳落的には亜高山帯上部ではシラ

ピソ-Moss型となり，構成要素も少なく，高度が下がる

につれ林床に草本類の増加がみられる。シラピソ林の標

準地として河口湖口登山道沿いに[1.a]，精進口登山道

の古御獄神社下方に[1.b]，吉田口登山道沿いに[1.c] 

の3帯状区を設定したその位置は第1図に示す。

[1. a]帯状区 (25X5)m2 シラピソシラネワラビ基群

集 方位WNW(斜面NNE) 傾斜30 海抜高 1720m

Photo 1. 

本帯状区は山梨県富士山県有林22林班に属し，河口

湖口登山道の3合目より 700m程下った道路沿し、のシラ

ピソ林に設定した。 1層(18-22m)はシラピソのみで胸

高直径も 44-56mに達しかなり生長の良い林である。

2層は5-17mの聞にみられ，シラピソ，ナナカ 7 ド，

ダケカンパ，ヤハズハンノキ，オガラパナが混生してい

るがあまり顕著ではない。林床はシラネワラビが優勢で

C.V. = 4850を示し，他に量的にはみるべきものはない。

林床構成要素は 19種類で，草本類58%，木本類21%，

つる性木本類 5~ら，シダ類 16% の割合を示す。なお低木

種は全くみられなかった。富士山ではシダ型の林床をも

っ針葉樹林は比較的少なく，他に好例を見出し得なかっ

た3 本帯状区の林木配置並びに樹冠投影を図示すると第

2図，樹高および胸高直径階別本数を表示すると第1，2 

表，また林床楠物を表示すると第3表となる。
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第1図標準地位置図

Fig. 1. Experimental plots. 

[1. b]帯状区 (35x5)m2シラピソーカニコウモリ蘇 はほとんどみとめられず樹高9-12mのシラビソ，コメ

類基群集 方位W(斜面 N 斜面の傾斜200) 傾斜 00 ツガの若齢木がわずかに生育するo 林床はカニコウモリ

海抜高 2030rn。 が優勢でc.v.= 3607を示す。他にシラビソ，コメツガ
本帯状区は山梨県富士山県有林 16林班に属し，精進 の稚樹が多少目立つ以外量的にみるべき種類はないが，

日夜山道5合目古御獄神社から吉田口登山道3合目に通 底層は顕著に発達し，蘇煩が優占する。林床構成要素は

じる間道の途上，古御獄神社より東北東約700rnのとこ 18種類で，草木類5670，木本類33510，シダ類1170の剖

ろに位置し斜面の方向と直交して設定した。 1層 (13- 合を示す。木市状区の林木配置並びに樹冠投影を図示す

18 rn)はシラビソが優占し，わず、かにコメツガの混生を ると第3図，樹高および胸高直径階別本数を表示すると

みる。胸高直径は22-44crnを示す壮齢林である。 2層 第4，5表，また林床植物を表示すると第6表となる。



3 富士山の京高山帯針葉樹林遠1.11: 

第2図 [1. a]帯状区シラビソーシラネワラビ基群集

Fig. 2. [1. a] Belt-transect in the forest of Abies Veitaui 

(Abiω Veitchii-Dryopteris austriaca soc.) 

第1表 [1. a]帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in the [1. a] belt-trans巴ctTable 1. 
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第2表 [1. a]帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in the [1. a] belt-transect Table 2. 
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第 3表 [1. a]帯状区林l末梢物一覧表

Table 3. Cover degree and frequency of the plants in the [1. a] belt-lransecl 

Dislance (m) 距 離 。 5 10 15 20 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Tilia japonica シナノキ + 十
Tsuga diversグolia コメツガ + 
Prllnus Mι口:mowiczii ヤマザクラ 十

Acer ukllrllnduense オガラバナ 十

Hydrangea petiolaris ツノレアジサイ + 十 + + 

Cacalia adenostyloides カニコウモリ 1 十 + + + 
Pternopetalum T anakae イワセントウソウ + 十 十 十 + 
Maianthemum dilatatllm マイツノレソウ + 十 + + + 
Trientalis europaea var. europaea 

十 十 + ツマトリソウ

Viola Selkir.止が ミヤマスミレ + + 
Pyrola alpina コパノイチヤクソウ + 
Peracarpa carnosa var. circaeoides + タニギキヨウ

Calypso blllbosa var. spe口osa ホテイラン + 
Calamagrostis hakonensis ヒメノカリヤス + 
Circaea a伊ma ミヤマタニタデ + 
Streptopus streptopoides var. japoniclls + タケシマラン

DryoρterI5 austrIaca シラネワラビ 3 3 4 ワ 5 

Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ 十 + + + + 
D，ツopteriscrassirhizoma オシダ + 

Mosses 蘇 類 2 1 十 + + 

第3図 [1. b]帯状区シラビソカニコウモリー蘇類基群集

Fig. 3. [1. b) belt-transect in the forest of Abies Veitchii 

(Abies Veitchii-Cacalia adenostyloides-Mosses soc.) 
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第4表 [1. bJ帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in the [1. b] be!t-transect Table 4. 
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第5表 [1. b]帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in the [1. b] belt-transect Table 5. 
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第6表 [1. b]帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of th巴 p!antsin the [1. b] belt-transect Table 6. 
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[1. c] ':tド伏区 (50x5)m2 シラピソーヤグノレ7 ソウ基jt'f
集方位 S(斜面iN)傾斜200 海銭高 1710m Photo 2. 

本部;状区は山梨県富士山県有林 14林班に属し，吉間

口登山道2合自にある社の裏山に設定した。 1層は 11-

15mで，尾根筋にあるため多欠風街的傾向がみられる。

1層はシラビソが優勢であるが，冷温帯要素とみられる

ウラジロモミをわずかに混生する。富士山では山地帯か

ら亜高山帯への移行地域でシラピソとウラジロモミの混

交林がしばしば観察される。富士山北斜面におけるウラ

ジロモミの上限はおおむねこの附近である。 2J'留はほと

んどみとめられないが樹高 2-10m のシラピソ幼樹が

わずかにみられる O 林川、構成品下は多く 54稲を数える。な

かでもヤグノレ・7 ソウはC.V.=6300を示す。 他に量的に

はみ、るべきものはないが，頻度の高いものとしてはオオ

カメノキ，ハクサンオミナエシ..".イヅノレソウ， ツノぜメ

オモト， ヒメゴヨウイチゴ，ヤハズヒゴタイ，ソパナ，

イワセントウソウなどが挙げられる。林床構成要素の割

合は，草木類54;10，低木額24;10，高木稚樹 13;10，シダ

類6%，つる性木本類4%となる。本帯状区の林木配置

並びに樹冠投影を図示すると第4図，樹高および胸高直

径階5]IJ本数を表示すると第7，8表，また林床楠物を表示

すると第9表となる。

第4図 [1. c]帯状区シラピソーヤグノレマソウ基群集

Fig.4. [1. c] belt-transect in the forest of A.bi出 Veitchii

(A.bies VeitchiトRodgersiapodophylla soc.) 

第7表 [1. c]帯状区樹高階別本数表

Table 7. Number of trees in each height grade in the [1. c] belt-transect 

Height (m) 樹 高 2 3 6 8 9 11 12 13 14 Tota! 

Species樹 種 3 4 7 9 10 12 13 14 15 計

A.bies Veitchii ジラピソ 1 1 1 1 1 つ 6 つ“ 16 

A.. homol，φIS ウラジロモミ (Ah) 2 1 4 

Tota! 計ー 1 1 1 1 1 4 7 3 20 
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第8表 [1. cJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 8. Number of trees in each diameter grade in the [1. cJ belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 8 12 18 22 24 26 34 36 44 50 52 Total 

Species 樹 種 4 10 14 20 24 26 28 36 38 46 52 54 計

Abies Veitchii シラビソ 2 1 1 1 2 2 2 1 2 16 

A. homoleρlS ウラジロモミ (Ah) 1 1 1 1 4 

Total 計 2 l 1 3 3 2 1 2 ーワ l 20 

第9表 [1. c]帯状区林床植物一覧表

Table 9. Cover degree and frequency of the plants in the [1. c] belt-trrnsect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F. C.V 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

Sorbus commixta ナナカマド + + + 江
Fraxinus lanuginosa アオタモ + + I 

Acer ukurunduense オガラパナ + + 工

A. Sieboldianu/ll コハウチワカエデ + + [ 

Abies Veitchii γ ラピソ + + I 

Tsuga diver.δゲolia コメツガ 十 I 

Sorbus japonica ウラジロノキ 寸 I 

Viburnu/lt furcatu/lt オオカメノキ 十 + + + + + 1 十 1V 50 

Tripetaleia paniculata ホツツジ + + 十 + + + m 
Ribes Maximowiczianum ザリコミ + + + 十 十 m 
Euonymμs melananthus サワダツ + + 十 n 

Prunus incisa マメザクラ 十 + I 

Rhododendron Wadanum + + I トウコクミツノミツツジ

Enkianthus campanulatus サラサドウダγ + I 

Corylus heterophylla var. Thunbergii 
ハシノミミ + I 

Rhododendron Kaempferi ヤマツツジ + I 

Rosa acicularis オオタカネイバラ + I 

Acer Tschonoskii ミネカエデ + I 

Lonicera demissa イボタヒョウタンボク + I 

Leucothoe Grayana var. oblongifolia + I 
ハナヒリノキ

Rhus ambigua ツタウノレシ + + + + E 

Hydrang.ω petiolaris ツノレアジサイ + + I 

Rhodgersia podophy!la ヤグノレマソウ 4 5 3 5 4 5 2 4 4 4 V 6300 

Patrinia triloba var. gibbosa + + 1 + 十 1 1 十 1V 150 
ハグサンオミナエシ

Maianthemum dilatatu/ll マイヅノレソウ 十 + + + 1 1 + + + V 100 
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一一一一一一一一

一一一一一一一 一一一 一一一一一

Distance (m) 距 自ff. 。5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F. c.v. 

Species 柏物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 
一一一一一

Clintonia l“iensi.'i ツノミメオモト + 十 + + + →一 + + + + V 

Rubus pseudoソiaponicus ヒメゴヨウイチコ、 + + + + + + + + 十 V 

Saussurea triptera ヤハスヒコタイ + 十 + 十 + + + 十 lV 

Adenojうhora口motism・d ゾノ、ナ + + + + + 十 十 + lV 

Pternopetalulil Tanakaどイワセントウソウ + 十 十 + 十 十 十 lV 

Calamagl・'05tiShakonensis ヒメノ方リヤス 十 + 十 + + 十 1II 

Leucosceptrullt japonicum テンニンソウ + + + + + 十 ー血

Trientalis europaea var. europaea 
+ 十 + + + + 1II ツマトリソウ

Anemonopsis lIlaCl・'oJうhylla レンゲショウマ + + + 十 E 

Cacalia adcnostyloides カニコウモリ 十 + 十 + E 

Cimicゲυgasimplex サラシナショウマ + 十 + + E 

Aster Clehnii var. hondoensis コマナ 十 + + E 

Trilliulll Tschotl05kii 
+ 十 I 

γ ロノζナエンレイソウ

Thalictrum fil白川entoSlllllvar. tenerum 
+ 十 I 

ミヤマカラマツ

Pyrola alf)ina コハノイチヤクソウ + + I 

LisleraρlIletorllm タカネフタハラン 十 + I 
Aconitllm japoniculll var. 1Il0ntanllm 

+ 十 I 
ヤマトリカプ|

Coodyere rejう白川 ヒメミヤマウズラ + 工

Pω-;s verticillata クノレマパックバネソウ + I 

Diφorum smilacinum チコユリ 十 I 

Clematis ochotensis ミヤマハンショウヅノレ 十 I 

Solidago decll門官n5 コカネギク 十 I 

Orchis cyclochila カモメラン 十 I 

Aquilegia Buergerianaヤマオダマキ + I 

Frag，ω-ia ni1ぅρ01llca シロノ4ナノヘビイチゴ + 工

Angelica 1りolymorpha シラネセンキュウ + 工

Dryopteris austriaca ジラネワラビ + + + + E 

Athyrium yokoscense へビノネゴザ + 十 + E 

RlllJZohra mutica シノブカグマ + 十 工

Mosses 蘇 類 3 2 十 】つ 1 2 1 1 2 V 1275 
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2 オオシラピソ林富士山におけるオオシラビソの

分11iは局地的であり，御院と大沢の間， i毎妓高 1900-

2700 m Vこ分布している。 小林3)によると“この樹種は

富士の他側(西北斜面以外)には絶対に見当らず，此の方

面(西北斜面)でも南方はアオナメ沢の右岸を境とし，北

方及び其下限は大平山の西面白草流附近の高距 1900m 

附近を限界として居るJ'そしで純林を形成する面積も

少なく [2.a]帯状区を設定した附近にみられるのみであ

るコ多くはコメツガ，シラピソが混生し森林限界附近

においてはカラマツと共に倭小となり風衝型の叢林を形

成している。老齢木はほとんどみられず若齢乃至壮齢木

が多い。全層群落的には構成要素に乏しく，林床は地衣

類，苔類をわずかに混じた簿類が優占するつオオシラピ

ソ株の標準地として戸峯附近に 1帯状区を設定した。そ

の位置は第1図に示す。

[2. a]帯状区 (50x5)m2 オオシラピソー蘇類基群集

方位 ESE (斜面 W) 傾斜 180 海抜高2210m

本丹l'tk区は山梨県富士山県釘f，f29林班に属し，お巾

j道亘の御庭近くにある 242お8m三角jλ点、，I， r~ 

に設定した。 1胞は1O-13m，2胞は4-7mにみられ，

明瞭な 2層林を形成している。林木の配置は非常に密で

林内に枯死木も多く競争のはげしさを物語っている。

1層の混生種としてわずかではあるがシラビソ，コメツ

ガ，ダケカンパがみられる。ナナカ 7 ドは樹高 7-10m

で少数のオオシラビソ，シラビソと共に 1層と 2層にか

け散生してL、る。林床は底層にみられる蘇類以外に量的

にみるべきものはない。林床構成要素は9種類を数える

のみで，その割合は高木稚樹，草本類が共に4470，低木

類が 1170となる。 本帯状区の林木配置並びに樹冠投影

を図示すると第5図，樹高および胸高直径階別本数を表

示すると第 10，11表，また林床櫛物を表示すれば第 12

表となる。

A side 

B Gid~' 

(~ー-""ーハ"，j"\(ρ~ιいヘ
-u…懇当:osねWA泌誕野毅被f対?終ぬ A山

o 時1L勢湾タ蛇惨さP群議強塑奔話露出)B.1曲
第5図 [2. a]帯状区オオシラビソ蘇類基群集

Fig. 5. [2. a] belt-transect in the forest of Abi・esMariesii 

(Abies Mariesii-Mosses soc.) 
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第 10表 [2. aJ帯状区仏l高階日IJ本数表

Table 10. Number of trees in each height gracle in the [2. aJ belt-transect 

Height (m) 樹 Tjnr l 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
Total 

Species 樹 積 5 7 8 9 10 11 12 13 計

Abies Mariesii オオシヲビソ 10 21 8 7 3 9 28 14 11 111 

A. Veitchii シラビソ (A) 3 3 1 8 

S01古川 CO!llflllxta ナナカマド (S) 3 2 3 8 

Tsuga aiverslfolia コメツガ (T) 1 1 3 

Betula Ermanii タケカンパ (B) 1 2 

Total 計 10 21 12 10 8 13 31 16 11 132 

第 11表 [2. aJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 11. Number of trees in each cliameter gracl巴 inthe [2. aJ belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径
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A. Veitchii シラビソ (A)

Sorbus commixta ナナカマド (S)

T~uga diverslfolia コメッカ..(T) 

Betula Er川山口 ;iケカンバ (B)

Total 言「

2 3 18 20 11 8 12 7 4 1::¥ 3 2 2 111 

1 2 2 1 1 8 

1 つ】 ワ】 1 I 1 8 

l 1 3 

2 

3 7 20 23 14 8 14 7 4 13 5 7 4 3 132 

第 12表 [2. aJ帯状区林床植物一覧表

Table 12. Cover clegree ancl frequency of the plant in the [2. aJ belt-transect 

Distance (m) 距隊

Species 植物名
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A. Veitchii "/ラビソ

Tsuga diversゲolia コメツガ

Sorbus commixta ナナカマド

+ + + 
+ + + 

+ 十 + + lV 

+ 十 m 

+ + E 

+ + 工

十 I 

+ + + Jl[ 

工

十 I 

+ 工

5 5 5 5 5 V 8750 

Rlwdodendron Fauriae 
ハクサンシャクナゲ

+ 

Pyrola secunda コイチヤクソウ

P. renifolia ジンヨウイチヤクソウ

Monotropa Hypoρithys 
シャクジョウソウ

Clinto河川 udcnsis ツバメオモト

+・+ + 
+ + 

+ 

Mosses 蘇類 5 5 555  
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3. イラモミ林富士山におけるイラモミの分布はか 多く 74%を占め， 木本類 17%，シダ類9%の割合を示

なり広く，どの登山口でもこれをみることが出来る。し す。本帯状区の林木配置並びに樹冠投影を図示すると第

かし純林を形成することは稀であり，多くはウラジロモ 6図，樹高および胸高直径階別本数を表示すると第 13，

ミ，シラビソ，コメツガ，カラ 7 ツなどと混生する。イラ 14表， また低木層木数分布および林床縞物を表示すれ

モミが比較的多くみられるのは上井出口登山道の1800m ば第15，16表となる。

附近，富士宮口登山道の湧水附近 (1640m)，吉田口登山

道 1合目附近 (1420m)である。なかでも大沢右岸の土

井出口登山道沿いのイラモミは純林を形成し見事な景観

を呈する。垂直的には 1400-1800mの聞に分布するが，

精進口登山道では 1100m 附近にもみられ， と井出口登

山道では2200mまて分布している。特に後者では1600m

より 2200mまでイラモミ林が分布し ここでカラ 7 ツ

林と交代する。{ljjの登山道ではシラピソ，コメツガが亜

i高山借林の主構成要素であるのと著しい対照を示してい

る。全体的にみてイラモミは低所ではウラジロモしプ

ナなどと，高所ではシラピソ，カラ 7 ツなどと混生し

亜高山市;の下部を分布の中心としている。イラモミ林の

標準地として大沢右岸に [3.a]，静岡営林署の2合目林

道終点附近に [3.b]の2帯状区を設定した3 その位置は

第 1図に示す。

[3. a]帯状区 (30x5)m2 イラモミ トウゴクミツバツ

ツジーカニコウモリ基群集 方位五(斜面 W) 傾斜 35。

海妓高 1830m

本帯状区は山梨県富士山県有林30林班に属し，上井出

口登山道と大沢との問にみられるイラモミ純林中に設定

した。 イラモミの樹高は 19-24m，胸高直径は48-94

cm，平均74.5cmに達する過熱林である。小林3)は1929

年にこの地のイラモミを調査し樹高24.7m，胸高直径

53cm，樹齢 170年と報告している。(したがって現在は

200年を越える樹齢を有するものと思われる。)低木層

(1-5m)にはトウゴクミツパツツジが優勢である。林床

はカニコウモリが優勢でc.v.=3500を示す。 他にヒメ

ノガリヤス，テンニンソウもかなり目立つ。また頻度の

高いものとしてシロヨメナ，ハクサンオミナエシなどが

みられる。林床構成要素は23種を数えるが‘草木類が

第6図 [3.a]帯状区イヲモミ トウコクミツパツツ

二/カニコウモリ基群集

Fig. 6. [3. a] belt-transect in the forest of Picea 

bi印 lor(Picea bicolor - Rhod.οdendron 

Wadanum-Cacalia adenostyloides soc.) 

第 13衰 [3目aJ帯状区樹高階別本数表

Table 13. Number of trees in each height grade in the [3. aJ belt-transect 

Height (m) 樹 高 12 19 20 21 22 23 Total 

Species 枯I 智J 13 20 21 22 23 24 計

Picea bicolor イラモミ 1 1 1 2 2 1 8 

Total 計 1 1 1 2 2 1 8 

一一
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第 14表 [3. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 14. Number of trees in each diameter grade in the [3. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 48 54 66 72 82 84 90 92 Total 
計Species樹 種 50 56 68 74 84 86 92 94 

Picea bicolor イラモミ 1 1 1 1 1 8 

Tota¥ 計 1 1 1 1 1 1 l 8 

第 15表 [3. a]帯状区低木層本数分布表

Table 15. Distribution of the lower tree-Iayer in the [3. a] belt-transect 

Distance (m) 距離 O 5 10 15 20 
Species 樹 種

Height (m) 樹高 5 10 15 20 25 

0.5 - 1 2 ‘“ 〉

1 - 2 5 2 1 1 6 

Rhododendron Wadanum 2 - 3 3 1 6 4 

トウコクミツノζツツジ 3 - 4 2 2 

4 - 5 

伽
計
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Tota¥ 計 10 5 9 G 8 1 39 

Abies Veitchii シラビソ 1 - 2 1 1 

Sorbus commixta ナナカマド 1 - 2 1 1 

第 16表 [3. a]帯状区林床植物一覧表

Table 16. Cover degree and frequency of the plants in the [3. a] belt-transect 

Distance (m) 距 再駐 O 5 10 15 20 25 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Sorbus commixta ナナカマド + + + m 
Picea bicolor イラモミ 十 十 E 

Pinus pωτnjlora ヒメコマツ + 工

Rhododendron Wadanum ウゴクミツノ、ツツジ + 十 E 

Cacalia adenosりloides カニコウモリ 4 3 3 3 2 2 V 3500 

Calamagrostis hakonensis ヒメノカリヤス + 1 l + 1 IV 250 

Leucosceptrum japonicum テンニンソウ 十 + 十 + 1 1 V 167 

Aster ageratoid，ωvar. Harae f. leucanthus 
十 + 十 + + 1 V 83 

シロヨメナ

Patrinia triloba var. gibbosa 
1 + 十 + + IV 83 

ハクサンオミナエシ

Saussurea triptera f. major ヤマヒゴタイ + + 十 + + + V 
Cimicifuga simplex サラシナショウマ + + + + 11[ 

Pternopetalum Tanakae イワセントウソウ 十 + + 11[ 
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Distance (m) 距 I~佐

Species 植物名

Maianthemum dilatatulll マイヅノレソウ

Platanthera ophydioides キソチドリ

Adeno1りhor百 remotiflο?官ソバナ

Cirsium eβ'USUIll ホソエノアザミ

Circaea alpina ミヤマタニタデ

Angeliζ。ρolym01:ρha シラネセンキョウ
Carex sach alinensis var. alterni flora 

オオイトスゲ

Prenantr.凶 acerifolia プクオウソウ

Cacalia hastata var. falfaraefolia コウモリソウ

Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ

W oodsia manchuriensis アクロシタ

[3. b]帯状区 (25x5)m2 イラモミーカニコウモリ基群

集方位NE(斜面 SW) 傾斜33
0
海抜高 1840m 

Photo 3 

本帯状区は静岡営林署管内の富士山国有林57林班に

属L， 2合目林道終点の北方約 1kmのイラモミ林に設

定した。この附近は昭和5，6年に台風の被害をかなり受

けたところで，老齢林は沢筋に多く分布する。本帯状区

も沢斜面に設定したもので 11雪(17-20m)にはイラモ

ミにダケカンパを1本混生するが，共に老齢木である。

胸高直径は50-74cmを示している。 2層 (3-lOm)は

顕著て、はなし、がウラジロモミの若齢木が多くみられる。

林床はカニコウモリが優占し見事な群落を作ってい

る。その他頻度の高いものにヒメノガリヤス，イワセン

トウソウ，シロヨメナ，テンニンソウなどがみられる。

林床構成要素は28種類，草木類が多く 68%，高木稚樹

14%，低木種 11%，つる性木本とシダ類が共に 4?もの割

合を示す。ヨド帯状区の林木配置並びに樹冠投影を図示す

ると第7図，樹高および胸高直径階別本数を表示すると

第 17，18表，また林床縞物を表示すれば第19表となる。

4. コメツガ林 コメツガはシラビソと共に，富士山

亜高山帯針葉樹林の主構成要素である。特に北斜面にお

いては広い面積にわたり純林を形成している。垂直的に

は 1500-2400mを中心として，下限は 1200mを下らず，

上|浪は御庭附近で 2600mに達している。 コメツガ林に

関しては 1963年に舘脇・伊藤と共にコメツガ林の群落学

的研究1)を発表したが，ここではそのごの調査で見出し

たコメツガヤグJレマソウ基群集を報告すると共に，また

。
5 

+ 

十

5 10 15 20 25 
F c.v. 

10 15 20 25 30 

+ + 旺

工

十 工

+ 工

+ 工

十 I 

+ 工

+ I 

+ I 

+ + 十 + V 

+ I 

前記報告中から富士山に設定した待状区について再録す

る。情状区の位置は第1図に示す。

第 7図 [3. b]帯状区イラモミーカニコウモリ基群集

Fig. 7. [3. b 1 belt-transect in Ihe forest of Picea 

bicolor 

(Picea bicolor-C刷、aliaadeJlostyloides 

soc.) 
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第 17表 [3. b]帯状区樹高階別本数表

Table 17. Number of trees in each height grade in the [3. b] be!t-transect 

Height (m) 樹 高 3 5 6 9 13 15 17 18 19 Tota! 

Species 樹 種 4 6 7 10 14 16 18 19 20 計

Picea bicolor イラモミ 1 1 2 1 5 

Abies homolepis ウラ γ ロモミ (A) 1 2 3 1 1 8 

Betula Ermanii ダケカンパ (BE) 1 

Tota! 計 1 2 3 1 l 2 2 14 

第 18表 [3. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 18. Number of trees in each diameter grade in the [3. b] be!t-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 8 10 14 24 32 48 54 68 71 2 Total 

Species 樹 種 6 10 12 16 26 34 50 56 70 74 計

Picea bicolor イラモミ 1 2 1 1 5 

Abies homolepis ウラジロモミ (A) 1 1 2 2 1 l 8 

Betula Ermanii ダケカンパ (BE) 1 1 

Total 計 1 1 2 2 1 1 1 2 1 2 14 

第 19表 [3. b]帯状区林床植物一覧表

Table 19. Cover degree and frequency of the plants in the [3. b] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 
F. C.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Sorbus commixta ナナカマド + + + TIr 

Fγaxinusαnugmosa アオダモ + + E 

Abies homolePis ウラシロモミ 十 + E 

Acer micranthum コミネカエデ 十 I 

Ligustrum Tschonoskii ミヤマイボタ 十 + E 

Vめurnumfurcatul叫 オオカメノキ + I 

Prunus incisa マメザクラ Lト I 

Rhus ambigua ツタウノレ γ 十 I 
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Cacalia adenostyloides カニコウモリ 5 5 5 5 5 V 8750 

Calamagrostis hakonensis ヒメノガリヤス 十 2 1 1 + V 550 

Pternopetalum Tanakae イワセントウソウ + + + + + V 
Aster ageratoides 
var. Harae f. leucanthus シロヨメナ + + + + w 

Leuco写ceptrumjaponi，ι:um テンニンソウ + + + + IV 

Cacalia hastata 
十 + + 1II var. farfaraザ'olia コウモリソウ

Carex sp スゲ属の一種 + + E 

Prenantl凶 acerifolia フクオウソウ + + E 

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + + E 

Epipactis papillosa エゾスズラン + + E 

Astilbe Thunbergii アカショウマ + + II 

Adenophor，αremotiflora ソパナ + + E 

Clematis ochotensis ミヤマハンショウヅノレ + + E 

Circaea alpina ミヤマタニタデ + 工

Arisaema robustum ヒロハテ Y ナγγ ョウ 十 工

Cimicifuga sinψlex サヲシナショウマ + I 

A河gelicapolymorpha シラネセンキュウ + I 

Trillium Tschonoskii シロバナエンレイソウ + 工

Isodon umbrosus イヌヤマハッカ + 工

Athyrium yokoscense へピノネゴザ + + 十 + IV 

Mosses 蘇 類 1 1 1 2 2 V 1000 

[4. a]帯状区 (55x5)m2 コメツガーヤグル 7 ソウ墓群 4350を示す。その他，カニコウモリ，ヤプレガサ，イワ

集 方位S(斜面 N)傾斜220 海荻高 1770m Photo 4. セントウソウ，マイヅノレソウが高い頻度を示している。

本帯状区は山梨県富士山県有林 14林班に属し，吉田 林床構成要素は35種類で，草本類49%，高木稚樹と低

口登山道と大堀の間にみられるコメツガ老齢林に設定し 木種は共に 17%， シダ類 1470， つる性木本類3%とな

た。 1層 (14-22m)はコメツガのみよりなり，胸高直径 る。本帯状区の林木配置逆びに樹冠投影を図示すると第

は32-84cm，平均57cmに達する。富士山北西には広 8図，樹高および胸高直径階別本数を表示すると第20，

くコメツガが分布するが，そのなかでも最も大径木に富 21表，また林床植物を表示すれば第22表となる。

んだ林分である。 林床はヤグノレマソウが優勢で C.V.=
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第8図 [4. a]帯状区コメツガヤグノレマソウ基群集

Fig. 8. [4. a] belt-transect in the forest of Tsuga diversφlia 
(Tsuga diversifolia-Rodgersia podophylla soc.) 

第20表 [4. a]帯状区樹高階別本数表

Table 20. Number of trees in each height grade in the [4. a] belt-transect 

Height (m) 樹 両 7 14 17 18 19 20 21 
Tota! 

Species 樹 種 8 15 18 19 20 21 22 言十

Tsuga diversグ'olia コメツガ 1 2 2 3 l 2 11 

Fraxinus lanuginosa アオダモ (F) 2 2 

Tota! 計 2 1 2 2 3 l 2 13 
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第 21表 [4. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 21. Number of trees in each diameter grade in the [4. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 6 10 32 38 48 54 56 60 66 74 8t2 Total 

Species 樹 種 8 12 34 40 50 56 58 62 68 76 84 計

Tsuga diversiJolia コメッカ 1 2 1 1 1 1 2 1 1 11 

Fraxinω lar凶ginosa アオダモ (F) l 2 

Total 計 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 13 

第 22表 [4. a]帯状区林床植物ー覧表

Table 22. Cover degree and frequency of the plants in the [4. a] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名
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Sorbus commixta ナナカマト

Fraxinus lanuginoヲd アオダモ

Acer ukurunduense オガラメナ

Tsuga diversiJolia コメツ方

Tilia japonica シナノキ

Acer Sieboldianum コハウチワカエデ

50 1 + 工

+ + + + + + m 
十 + + E 

+ 工

十 工

+ 工

十 + 1 E 

+ + + E 

十 + I 

+ 工

+ 工

+ I 

Euonymus 1Ilacropterus ヒロハツリノ二ナ

Ribes Maximowicianum ザリコミ

Enkianthus campanulatus サラサドウタ γ

Rhododendron Metternichii 
var. pentamerum シャクナゲ

Viburnum furcatum オオカメノキ

Helwingia japonica ハナイカダ

50 

Hydran{!<ω petiola円"s ツノレアジサイ 十 十 + E 

1 3 4 4 4 3 4 3 1 2 V 4350 

1 + + + + 1 + + 1 1 V 200 

l + 十+ 1 + + 1 + V 150 

+ + + + + + + + + V 

+十 + + + + + + IV 
十十十 十 十十 m 

+ + + + + E 

十十 + + + E 

+ + + + + m 

+ + 十 + E 

十 十 工

+ + I 

+ + 工

Rodgersia podophylla ヤグノレマソウ

Cacalia adenostyloides カニコウモリ

Syneilesis palmata ヤプレガサ

Pternopetalum Tanakae イワセントウソウ

Maianthemum dilatatum マイヅ‘ノレソウ

Clintonia udensis ツノζメオモト

Strelうtopusstreptopoides 
var. japonicus :51ケシマラン

Angelica polymoゅha シラネセンキュウ

Cimicifuga si1llplex サラシナショウマ

Adenophora remotifiora '/パナ

Clematis ochotensis ミヤマノ、ンショウヅノレ

Rubus Pseudo-japonicus ヒメゴヨウイチゴ

Calamagrostis hakonensis ヒメノガリヤス
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Cacalia hastata 
var. farfaraefolia コオモリソウ

Monotropastrum globosulll ギンリョウソウ

Trillium Tschonoskii シロパナエンレイソウ

Paris verticillata Pノレマノくツクパネソウ

工

τム

γ上

T
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植物名Species 

+ 
+ 

E 
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工

工

+ ↓ 

+ 
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+ 

Dryopteris austriaca γ ラネワラビ

Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ

Dryopteris crassirhizoma オシダ

Athyrium yokoscense へピノネゴザ

A. crenulatoserrulatum イッポンワラビ
+ 
+ 

IV + + + + + + + + 類蘇Mosses 

られる。林床には蘇類が優占し，次いでシラピソ，コメ

ッカeの稚樹がみられる。他にみるべき種類とてないが，

コイチヤクソウは被度こそ少ないが，頻度は高く，附近

の林中にもよく出現する。本帯状区の形態が富士山にお

けるコメツガ林の代表的なものと考察する。

本帯状区の林木配置並びに樹冠投影を図示すれば第9

図，樹高および胸高直径階別本数を表示すると第 23，24 

表，林床植物一覧を表示すれば第25表となる。

* 50-55 m聞は歩道のため調査を除外した。

[4. b]帯状区 (50X5)m2 コメツガー蘇類基群集

位 SSW(斜面N) 傾斜14
0
海抜高 1980m 

本帯状区は精進口登山道の3合目と奥庭を結ふ、歩道に

接し，附近ではシラピソ， トウヒなどを混生し，樹高は

概ね 14-16m，胸高直径は40-50cm。富士山原始林中

ではもっとも端麗な林分で，特にコメツガのよくまとま

ったところに設定した。 1層はコメッカーのみで他種は混

生しないが 2層 (3-7m)にはシラピソがわずかにみ

方

第9図 [4.b]帯状区 コメツガ蘇類基群集

Fig. 9. [1. a] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 

(T.川 gadive円ifolia-Mossessoc.) 
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第23表 [4. b]帯状区樹高階別本数表

Table 23. Number of trees in each height grade in the [4. bJ belt-transect 

Height (m) 樹 高 4 6 9 11 12 13 14 15 1t 6 Total 

Species 樹 種 5 7 10 12 13 14 15 16 17 計

Tsuga diversifolia コメッカ 1 2 1 2 8 8 23 

Abies Veitchii シヲビソ (A) 1 2 3 

Total 計 1 2 1 2 1 2 8 8 1 26 

第 24表 [4. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 24. Number of trees in each diameter grade in the [4. h] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 5
1
0
 

9
d
、

t
A
U
1

0
1
5
 

qu
、
4
Q
U

お

t
m川

口
U
b
t
F
h
u

っ“守
1
1
n
4

に
d
'
t
A
U

1
守

t
2

0
1
5
 

t
Eム
ー

-

唱

E
A

5
1
ω
 

l
 
a
 
t
f
 

o--u 

T
 

内リ

b
【

F
h
u

phU
、
i
p
h
U

5
1
0
 

F
h
U
、
i
c
o

o
p
L
5
 

5
i
5
 

5
!
0
 

4
佐
一

IRυ

0
1
5
 

A
告

!
t
AせSpecies 樹種

Tsuga diversifolia コメッカ

Abies V.ωitchii シヲビソ (A)

1 1 321  344  2 23 

3 3 

Total 計 3 1 1 1 321  344  2 26 

第25表 [4. bJ帯状区林床植物一覧表

Table 25. Cover degree and fre司uencyof plants in the [4. b] belt-transect 
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乃wolasecunda コイチヤクソウ

乃rolarenifolia ジンヨウイチヤクソウ

Monotroρa Hypopithys 
シヤクジョウソウ

Listera cordata フタバラン

乃rolaalpina コバノイチヤクソウ

Pteroj見talumTanakae 
イワセントウソウ
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Mosses蘇類 5 5 5 5 3 4 5 3 5 V 7361 

* 0-5m歩道のため調査除外。

[4. c]帯状区 (50x5)m2 コメツガ蘇類基群集方位 的にシラピソが優勢である。林床にはコイチヤクソウが

SSE (斜面N) 傾斜 160 海故高 2260m 高い頻度を示す他，コケモモやコメツガ，シラピソ，ハ

本帯状区はコメツガ林の上部限界に近い所に設定し クサンシャクナゲの稚苗などが散生するにすぎず，林

た。樹高は低く 6-lOm，胸高直径は 15-45cmである。 床は結局底層に優占する蘇類で代表される。本帯状区の

時にカラマツ，ダケカンパなどの比較的老齢樹を混生す 林木配置並びに樹冠投影を図示すると第10図，樹高およ

る。またシラビソの幼樹もわずかながら生育する。 2層 ば胸高直径階別本数を表示すると第26，27表，低木層本

(0.5-3 m)にシラビソの稚樹がかなりみられ，林冠のや 数分布および林床植物一覧を表示すれば第お， 29表と

や疎なるところにはハクサンシャクナゲをみるが，全体 なる。
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第 10図 [4. c]帯状区 コメツガー蘇類基群叢

Fig. 10. [4. c] belt-transect in the forest of Tsuga di・versifolia

(Tsuga diversifolia-Mosses soc.) 

第 26表 [4. c]帯状区樹高階別本数表

Table 26. Number of trees in each height grade in the [4. c] belt-transect 

Height (m) 樹 高 4 5 6 7 8 9 10 
Tota! 

Species 樹 種 5 6 7 8 9 10 11 計

Tsuga diversifolia コメッカ 1 2 3 9 21 4 40 

Larix leptolepis カラマツ (L) 2 1 3 

Betula Ermanii ダケカンパ (B) 1 1 

Abies Veitchii シラヒソ (A) 1 1 

Tota! 計 1 1 2 3 10 23 5 45 

第 27表 [4. c]帯状区胸高直径階71IJ本数表

Table 27. Number of trees in each height grade in the [4. c] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 5 10 15 20 25 30 35 40 Tota! 

Species 樹 種 10 15 20 25 30 35 40 45 計

Tsuga diversifolia コメツガ 1 3 6 6 7 8 4 5 40 

Larix leptolepis カラマツ (L) 1 1 1 3 

Betula Ermanii 夕、ケカパ (B) 1 1 

Abies Veitchii シラピソ (A) 1 1 

Tota! 計 2 3 品 7 7 9 5 6 45 
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第28表 [4. cJ帯状区低木層本数分布表

Table 28. Number of trees in the shrub !ayer of the [4. cJ be!t-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 40 45 Tota! 

Species 樹 種 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 計

Abies Veitchii シラビソ 7 4 4 4 3 l 2 5 30 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 

Rhododendron Fauriae 
3 2 4 1 1 11 ハクサンシャクナゲ

Tota! 計 7 7 6 8 4 。 O 1 3 5 42 

第29表 [1. cJ帯状区林床植物一覧表

Table 29. Cover degree and frequency of p!ants in the [4. c] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 30 35 45 45 
F. c.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

Abies Veitchii シラビソ 1 2 + + + + + + + V 225 
Tsuga diversifolia コメツガ + 1 + + 十 + 十 + 十 V 50 

Rhododendron Fauriae 
+ 工ハグサンシャクナケ‘

Vaccinium Vitis-Idaea コケモモ + + 工

Pyrola secunda コイチヤクソウ + 十 + + + + + + + + V 
Listera n伊ponica ミヤマフタパラン + + I 

乃rolaa炉問 コパノイチヤクソウ 十 I 

Microstylis monホopザhキ:yllos 
イチョウラン + I 

Mosses 蘇 類 5 5 5 5 5 3 5 5 5 5 V 7875 

5 カラマツ林 富士山におけるカラ 7 ツの分布は， から沢斜面にかけてほほ一斉林型を呈し，林床は鮮類を

その山麓海技 1000mから始まり，大沢右岸では2800m 主体として，所生高等植物の種類数に乏しし、。本帯状区

にまで達し，日本の山岳においては最も幅広い分布を示 の高木屑にはカラ 7 ツが優占し 1層を形成する。カラ

している。 特に森林限界附近には良く純林を形成して 7 ツの樹高は 16-18m，胸高直径 18-38cmで，樹高の

いる。カラマツ林に関しては 1965年に舘脇・伊藤と共に 均等なるに比較して，幹径の開きは大きい。 2層 (11-

カラ 7 ツ林の群落学的研究2)を発表したが，本報では前 16m)はシラピソが多く 3層 (4-11m)にはコメツガ

記報告中から富士山に設定した帯状区について再録す をみる。 2-3層聞に跨ってナナカ 7 ド，ダケカンパが

る。帯状区の位置は第1図に示す。 少数混生している。なおシラピソとコメツガはすみわけ

[5. aJ帯状区 (50x5)m2 カラマツー蘇類基群集方位 をして，シラピソからコメツガへの群落更行を思わせる

N(斜面N) 傾斜0-16。海波高 1850m Photo 8. かもしれないが，両種はほとんど同時代に入ったものと

木帯状区は山梨県有林22林班に属し，富士山北面精進 考察され，シラピソの代の先は今推定できない。林床は

口登U.I道に沿って3合目小屋の上方約700m，シラビソ 草木屑の発達が悪く，所生要素としてはシラビソ，コメ

林が近くにあるカラ 7':;林中に設定した。本林は尾根筋 ツガ，ナナカ 7 ドなどの高木幼樹の他，ヒロハツリパナ，
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ミネカエデなどの樹苗，草本種としてはジンヨウイチヤ

クソウ， マイヅJレソウ， コパノイチヤクソウなどがあ

る。林床は結局底層における蘇類で代表される。本帯状

区の林木配置並びに樹冠投影を図示すると第 11図p樹高

および胸高直径階JJIJ本数を表示すると第30，31表， 林

床植物一覧を表示すれば第32表となる。

第11図 [5. aJ帯状区カラマツ蘇類基群集

Fig. 11. [5. aJ belt-transect in the forest of La門xleptolePis 

(Larix le，ρtolepis-Mosses soc.) 

第30表 [5. aJ帯状区樹高階別本数表

Table 30. Number of trees in each height grade in the [5. aJ belt-transect 
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Species樹種
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第31表 [5. aJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 31. Number of trees in each diameter grade in the [5. a) belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 Total 
計Species 樹種
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第32表 [5. a]帯状区林床植物一覧表

Table 32. Cover degree and frequency of plants in the [5. a] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名
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Mosses蘇類

+ 

4 4 3 4 2 1 2 3 3 1 V 3075 

[5. b]帯状区 (40x5)m2 カラマッハクサンシャクナ

ゲーコケモモ基群集方位S(斜面N) 傾斜200 海抜高

2380 m Photo 6 

本帯状区は富士山北斜面のいわゆる御中道に沿って，

古御獄神社より約500m御庭寄りの小尾恨筋上，カラ 7

ツの下にハクサンシャクナゲーコケモモの層をもっ林中

に設定した。 本帯状区近傍は山梨県有林31林班に属し

ている。上層にはカラマツが優占し 1層を形成する。

カラ 7 ツは樹高 3-10m，胸高直径 10-50cm，樹木限

界に近いので，高いものにあっては樹冠は風衝型を呈す

る。混交樹種としてはシラピソ，ダケカンパ，ヒメコ 7

ツなどがある。低木層(1.5-2m)の発達は顕著でハク

サンシャクナゲが優占種となり，シラピソ，ナナカマド，

ヒメコマツなどの高木幼樹が少数散生している。草本層

にはコケモモが優占し，所生要素は種類もその量も至っ

て少なくコイチヤクソウ， ミヤマフタパラン， 7 イヅノレ

ソウ，ツバメオモトの4種に過ぎない。底層には蘇類が

やや目立っている。本帯状区の林木配置並びに樹冠投影

を図示すると第12図，樹高および胸高直径階別本数を

表示すると第33，34表，林床植物一覧を表示すると第

35表となる。

第12図 [5. b]帯状区カラマツーハクサンシヤグナケ‘コケモモ基群集

Fig. 12. [5. b] belt-transect in the forest of Larix leptoleρis (Larix leρtolepu-

Rhododendron F auriae-Vaccin ium V itis-Idaea soc.) 
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第 33表 [5. b]帯状区樹高階別本数表

Tahle 33. Number of trees in each height grade in the [5. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 3 4 5 6 7 8 9 Total 

Species 樹 種 4 5 6 7 8 9 10 計

Larix lejりtolejぅis カラマツ 1 2 1 4 8 5 3 24 

Abies Veitchii シラビソ (AV) 1 1 1 1 4 

Betula E門nanii タケカンパ (BE) 1 1 

Pinus parviヌora ヒメコマツ (Pp) 1 1 

Total 計 3 3 2 5 9 5 3 30 

第 34表 [5. b]帯状区胸高直径階別本数表

Tahle 34. Number of trees in each diameter grade in the [5. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 6 10 14 16 20 22 24 26 28 30 40 50 52 Total 10m 

Species 樹 種 4 8 ~ w w ~ ~ a ~ 00 TI ~ ~ ~計

Larix leptolepis カラマツ 2 1 3 3 1 3 3 1 3 】つ 1 1 24 

Abies Veitchii シラピソ (AV) 1 1 1 1 4 

Betula Ermaηlt ダケカンバ (BE) 1 1 

Pinus pω'viflora ヒメコマツ (Pp) 1 

Total 計 1 4 2 1 3 3 1 3 3 2 3 “ ワ 1 1 30 

第 35表 [5. b]帯状区林床植物一覧表

Tahle. 35. Cover degree and frequency of th巴 plantsin the [5. b] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Abeis Veitchii シラビソ + 1 1 十 + E 125 
Sorbus commixta ナナカマド + + E 

Pinus pan伊ora ヒメコマツ + 十 E 

Rhododendron Fauriae ハクサン γ ャクナケ‘ 4 2 4 4 5 4 5 + v 5503 

Vaccinium Vitis-Idaea コケモモ 5 3 5 5 5 4 5 + V 6719 

乃rolasecunda コイチヤクソウ + + + + 十 + + V 
Listera n争'ponica ミヤマフタノミラン + 十 + 十 + + + V 
Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + 十 + 十 + IV 

Clintonia udensis ツノ;メオモト 十 十 十 ][ 

Mosses 蘇 類 2 3 4 2 十 lV 1688 
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[5. c]帯状区 (40X5)m2 カラ 7 ツーコケモモ墓群集

方位S(斜面N) 傾斜200 海抜高2400m 

本帯状区もまた山梨県有林31林班内にあり，御中道に

沿って，前記 [5.b]帯状区より更に御庭寄り 300mの地

点に設定した。本帯状区の 1層 (6-13m)はカラマツの

みで占められ，その大部分は樹高8-llm，胸高直径は

15-30cmで，樹姿は前記 [5.d]に比し端正である。 2

層 (3-5m)には少数ながらカラマツにダケカンパが混

生してやや二段林相を呈している。低木層にはミヤマヤ

ナギ， ミヤ 7ハンノキが散生し，草木層はコケモモが優

占している。時にベニバナイチヤクソウが小集団をなし

て斑点状に生じ，またコイチヤソウ，オンタデ， ミヤマ

フタパランなどを散生する。本帯状区の林木配置並びに

樹冠投影を図示すると第13図，樹高および胸高直径階

別本数を表示すると第36，37表，林床植物一覧を表示す

ると第38表となる。

0-J¥ 「¥a¥ r--.， '"ハ¥
で\、け1/珂~ .ノ rつぐ、¥可 ノ

・{J.'j.i，功、¥.i¥.:-下 ¥BE:¥"¥、、'¥・¥'-'、r.11 
5皿、./ ¥J、〈ベーノ 、~-、d ¥ 人ノ 、、J ¥、J

第 13図 [5. c]帯状区 カラマツーコケモモ基群集

Fig. 13. [5. c] belt-transect in the forest of Larix 

leptolepis (Larix leptolepis-Vaccinium 
Vitis-Idaea soc.) 

第36表 [5. c]帯状区樹高階別本数表

Table 36. Number of trees in each height grade in the [5. c] belt-transect 

Height (m) 樹 局 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
Tota! 
計Species 樹 種 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

Larix leptole.ρz・5 カラマツ 1 1 3 2 4 7 11 5 2 1 37 

Betula Ermanii fケカンバ (BE) 1 4 5 

Tota! 計 2 5 3 2 4 7 11 5 ・つd 1 45 

第37表 [5. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 37. Number of trees in each diameter grade in the [5. c] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径
Tota! 
計
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Species 樹種

37 

5 

Larix Zφtolepis カラマツ

Betula Ermanii ダケカンバ (BE)

1 121  1 4 7 6 3 3 222  1 1 

131  

Tota¥ 計 42 1 4 221  1 4 7 6 3 3 222  1 1 

第38表 [5. cJ帯状区林床植物一覧表

Table 38. Cover degree and frequency of the p¥ants in the [5. c] belt町transect

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 
F. C.V 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Betula Ennanii ダケカンノく + + 十 + + 1 十 V 71 

Larix lejうtoleρIS カラマツ 十 I 
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 
F. c.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ + 十 + 1 + 1II 71 
Satix Reinii ミヤマヤナギ + 十 十 十 十 十 十 V 

Rhododendron Fauriae 
十 十 I ハクサン γ ャクナヶー

Vaccinium hirtum ウスノキ + I 
一一一--------・一一一・----------，・・・一一・4・一宇一一一・圃恒圃圃

Vaccinium V itis-Idaea コケモモ 5 5 5 5 5 5 4 5 V 8435 

乃'rolaincarnata ベニバナイチヤクソウ + + + 1 十 + IV 71 
乃rolasecunda コイチヤクソウ 十 + I 

Listera nipψOnlca ミヤマフタノ〈ラン + + 工

Polygonum Weyrichii var. alpinum 
十 I オンタデ

[5. d]帯状区 (25x5)m2 カラ 7 ツーコケモモ基群集 帯に広くコロニーを形成して分布している。本帝状区の

方位S(斜面N) 傾斜18
0
海抜高2450m Photo 5. 林木配置並びに樹冠投影を図示すると第14図，樹高お

本帯状区は前記 [5.c]帯状区より 50m上方，森林限 よび根元直径階別本数を表示すると第39，40表，林床槌

界のカラ 7 ツ叢林中に設定した。すでに森林限界上部に 物一覧を表示すると第41表となる。

到達しているので，このあたりのカラ 7 ツ群落は連続的

な林を形成せず，極めて小面積の斑点状に分布している。

樹高は低く 2-6m，樹形は図にみるように樹冠は扇枝

状の風衝~. (いわゆる織型)をなし，枝は地面に接する

部分にのみ繁茂するしかし根元直径は4-38cmに及び，

垂直方向への伸長より，水平方向への伸長の方が大きい

ことがわかる。樹冠はし、ずれも東北方向に伸び，季節風

の強い影響を物語っている。樹冠下は，コケモモが優占

する他，みるべき種類は少なく，通常ミヤ 7 ヤナギ，ベ

ニバナイチヤクソウ，オンタデ，フジハタザオが散生し

ている程度である。ただしミヤマヤナギ，オンタデなど

は，樹冠下のみななず植生殖民の先駆植物として斜面一

25凪

第 14図 [5. d]帯状区 カラマツーコケモモ基群集

Fig. 14. [5. d] belt-transect in the forest of Larix 

leρtolepis (Larix leptolepis-Vaca・
nium Vitis-Idaea soc.) 

第39表 [5. dJ帯状区樹高階別本数表

Table 39. Number of trees in each height grade in the [5. d] belt-transect 

Height (m) 樹 高 2 3 4 5 6 Total 

Species 樹 種 3 4 5 6 7 計

Larix leρtol.φIS カラマツ 4 6 8 6 1 25 

Total 計 4 6 8 6 25 
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第 40表 [5. dJ帯状区根元直径階別本数表

Table 40. Number of trees in each basal diameter in the [5. d] belt-transect 

Basal diameter (cm) 根元直径 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 26 28 36 Total 
t i t t ttt  i l t i t L 

Species 樹 種 6 8 10 ~ M ~ lli a ~ ~ a 00 ~ 

Laria. leptolepis カラマツ 1 1 2 1 2 3 4 4 1 1 3 l 1 25 

Total 計 1 1 2 1 2 3 4 4 1 1 3 1 1 25 

第 41表 [1. d]帯状区林床植物一覧表

Table 41. Cover degree and frequency of the plants in the [1. d] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Salix Reinii ミヤマヤナギ ・ + + + m 

Vaccinium Vitis-Idaea コケモモ 5 5 5 5 5 V 8750 
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[5. e]帯状区 (25X5)m2 カラ 7 ツーハクサンシャク

ナゲーイワノガリヤス基群集 方位WNW(斜面WNW)

傾斜240 海抜高2400m

本帯状区は御中道沿い，大沢休泊所の北方約lkmの

地点に設定した。 本帯状区もやはり山梨県有林31林班

に属している。本調査地点は富士山西斜面に位置し，こ

の斜面の森林限界は北斜面より高く 2800mにまで達し

ている。カラマツは1層を形成し，樹高 13-23m，胸高

直径22-46cm，2層 (3-9m)にはナナカ 7 ドが多い。

低木層にはハクサンシャクナゲが多く，被度は優占とま

では行かないけれども，相観として一つの層が形成され

ている。その他ナナカマドの幼樹，タカネイバラ，ハナ

ヒリノキを見る。革本層にはイワノガリヤスが優勢で，

林縁部にはサラシナショウ 7 の集落を生ずる。その他林

床には量的にみるべきものはな L、。主なる所生要素を

挙げるとミヤマヒゴタイ，コパノイチヤクソウ，オオサ

ワトリカプト"7イヅノレソウ， ツマトリソウ， ミヤマシ

ヤジンなどがある。本帯状区の林木配置並びに樹冠投影

を図示すると第15図，樹高および胸高直径階別本数を

表示すると第42，43表，林床植物一覧を表示すると第44

表となる。

第 15図 [5. e]帯状区 カラマッハクサンシャクナ

ゲーイワノガリヤス基群集

Fig. 15. [5. e] belt-transect in the forest of Larix 

leptolepis (Larix leptolePis-Rhododendron 

Fauriae-Calamagrostis L仰 gsdorffiisoc.) 
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第 42表 [5. e]帯状区樹高階lJIJ本数表

Table 42. Number of trees in each height grade of the [5. e] belt-transect 

Height (m) 樹高 3 4 5 6 8 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 Total 
t t i l I t ilt  i t t i l io  
4 5 6 7 9 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 計

113  1 1 2 1 122  15 

1 1 

3 2 211  9 

322  1 2 1 1 3 1 121  1 2 2 25 

Species 樹種

Larix leρtolelうIS カラマツ

Abies Veitchii シラピソ (AV)

Sorbus commixta ナナカマド (Sc)

Total 計

第 43表 [5. eJ帯状区胸高直径階別本数表
Table 43. Number of trees in each diameter grade of the [5. e] belt-transect 
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Total 計 6 2 1 1 2 2 2 3 2 2 1 1 25 

第 44表 [5. e]帯状区林床植物一覧表

Table 44. Cover degree and frequency of the plants in the [5. e] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Sorbus commixta ナナカマド + + E 

Rhododendron Fauriae ハクサンシャクナゲ 3 1 3 1 2 V 2300 

Rosa acicularis var. nipponensis タカネイバラ + 1 1 1 1 V 400 

Leucothor Grayana var. oblongifolia 
+ 1 + + + V 100 ハナヒリノキ

Calamagrostis Langsdorffii イワノカリヤス 4 1 1 4 3 V 3450 

Cimicifuga sinψlex サラシナショウマ 2 2 + 1II 1500 
Saussurea triptera f. major ミヤマヒゴタイ + + + + + V 
丹rolaa炉問 コパノイチヤクソウ + + + 十 + V 

Aconitum Isidzukae オオサワトリカブト + + 十 + + V 

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + + 十 + + V 
Cacalia hsatata var. farfaraefolia + + + + VI 

コウモリソウ

Geranium eriostemon var. Reinii 
+ + 十 1II 

グンナイフウロ

Ostericum Florenti ミヤマニンジン + + + 1II 
Trientalis europaea var. europaea 

十 + + m ツマトリソウ

Adenojりhoranikoensis var. multiloba 
+ + + 1II 

ミヤマシヤジン
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 

Species 植物名 5 10 15 20 

Fragaria niPponica ジロノごナノヘビイチゴ + + 
Clintonia udensis ツバメオモト + 十

Solidago decurrens コガネギク 十

Clematis ochotensis ミヤマハンショウヅノレ + 
Streptopus suOe}りtO}りoidesvar. japonicus 

+ タケシマラン

Luzula oligantha !lカネスズメノヒエ + 
Senecio nemorensis キオン + 
Trillium apetaloJ/ エンレイソウ 十

Rubus ps白，doソaponicus ヒメゴヨウイチゴ + 

Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ + + 

v
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[50 f]帯状区 (50X5)m2 カラ 7 ツーヒメノガリヤス基

群集方位W(斜面W)傾斜25
0
海抜高2450m Photo 7. 

本帯状区は静岡営林署富士山国有林74林班「ち」小班

に属し大沢左岸の尾根上に発達したカラ 7 ツ林に設定

した。富士山のカラ 7 ツ林としては比較的幹径の大きい

個体に富むが，カラ 7 ツの配置は疎であり，林下は極

めて明るい。高木層にはカラ 7 ツが優占し，樹高 10-14

m，胸高直径30-56cmで，樹姿は [5.b]帯状区のそれ

と同様風衡の影響を受けて，主幹頂は曲折している。林

床構成種類数は極めて多いが，量的に優勢な種類は少な

い。所生要素を挙げればダケカンパ，カラ 7 ツなどの高

木幼樹の外，草本種にはヒメノガリヤス，イワノガリヤ

ス，コガネギク，ヒメシヤジン， ミヤマトウヒレン，グ

ンナイフウロ，アオヤギソウ，ハナイカリ，オオサワト

リカプト， コノてノイチヤクソウ， "7イヅノレソウ， コミヤ

?ヌカボ， シロノぜナノヘピチイゴ， ウシノケグサ， ミヤ

?ニンジン，シオガマギクなどがある。本帯状区の林木

配置並びに樹冠投影を図示すると第16図，樹高および胸

高直径階別本数を表示すると第45，46表，林床植物一覧

を表示すると第47表となる。

befJ三軍
第 16図 [5. f]帝状区 カラマツヒメノガリヤス基群集

Fig. 16. [5. f] belt-transect of the forest of Lari:x: leptolepis 
(Larix leptolepis-Calaηzagrostis hakonensis soc.) 
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第 45表 [5. f]帯状区樹高階別本数表

Table 45. Number of trees in each height grade in the [5. f] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 9 10 11 12 14 
Total 

Species 樹 種 7 10 11 12 13 15 計

Larix leptolepis カラマツ 1 1 1 1 5 4 13 

Total 計 1 1 1 1 5 4 13 

第 46表 [5. f]帯状区胸高直径階別本数表

Table 46. Number of trees in each .diameter grade in th巴 [5.f] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 30 34 36 42 44 50 52 54 Total 

Species 樹 種 32 36 38 44 46 52 54 56 計

Larix leptolepis カラマツ 1 1 2 2 1 3 2 1 13 

Total 計 1 1 2 2 1 3 2 1 13 

第47表 [5. f]帯状区林床植物一覧表

Table 47. Cover degree and frequeny of the plants in the [5. f] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F. C.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

Betula Ermanii ダケカンパ 十 + 十 + 十 + m 
Larix leptolepis カラマツ 十 + + 十 + + m 
Sorhus commixta ナナカマド + + + E 

Alnus Maximo叩 iczii ミヤマハンノキ + + + + 瓦

Leucot1106 Graoybfaonna g 
var. ohlongifolia ハナヒリノキ + + + E 

Rhododendron Fauriae ハクサンシャクナゲ + I 

Rosa acicularis var. nipponensis 
+ I !>カネイバラ

.--------------------------ー・・..・・・・一一，
Vaccinium Vitis-Idaea コケモモ + 十 十 E 

Calamagrostic hakonensis ヒメノガリヤス 4 3 4 4 3 3 3 4 4 4 V 5200 

C. Langsdorffii イワノカリヤス + 十 十 + 1 1 1 + + V 150 
Solidago decurrens コカネギク + + + 1 1 + + 十 + + V 100 
Angelia polymorpha シラネセンキウ + + + + 1 + + + lV 50 
Adenophora nikoensis 

+ + + + + + + + + + V var. multiloha ミヤマシヤジン

Saussurea triptera f. major ミヤマヒゴタイ + + + + + + + 十 Vl 
Gerani削 neriostemon 

+ + + + 十 + + + Vl var. Reinu グンナイフウロ

Veratrum Maximowiczii アオヤギソウ + + + + + + + + VI 
Halenia corniculata ハナイカリ + + + 十 十 + 十 + 羽
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Distance (m)距離

Species 横物名

Aconit1!1Il lsidzukc:e オオサワトリカプト

乃rotaa争zna コパノイチヤクソウ

Maian:hemulJJ dilatatotm マイノ。ノレソウ

Agrostis saccida コミヤマヌカボ

Fragaria nipponica γ ロノ、ナノヘビイチゴ

Festuca ovina var. ouina ウシノケグサ

OstericulIl Florentii ミヤマニンシン

PediClllasis resupinatCi シオカマギク

Lilium川出leoloic!es !7ノレマユリ

Astilbe microphylla 千ダケサシ

よxerisdentata var. alpitola !'力不ニノJナ

Paris 'ucrticillata クノレマバックパネソウ

Astilbe Thunbergii 
var. fujisanensis フジアカショウ 7

Orchis cyclochila カモメラン

lてyrolaincarnata へニハナイチヤクソウ

Potentilla Dickinsii イワキンバイ

Artemisiaρedunculosa ミヤマオトコヨモギ

Aquilegia Buergerianι ヤマオタマキ

Luzula oligantha タカネスズメノヒエ

A.ngelica hakonensis イワニンジン

Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ

まとめ

O 

5 

+ 

十

十

+ 

十

十

1 富士山の亜高山帯tこはシラピソ，コメツガ，カラ

マツを主とした針葉樹林がよく発達している。

2 シラピソは広く分布するが，大面積の純林は少な

く，多くはコメツガ¥ トウヒ，イラモミ，ウラジロモミ

などと混生している。

3 オオシラピソ林は非常に局地的で，わずかに北西

斜面にみられるのみであり，単木的にも{也の斜面にはみ

られなL、。

4. イラモミは単木的にはかなり広く分布するが，純

林を形成することは稀れで，数少ない純林の好例が大沢

右岸にみられる。

5 コメツガは北斜面に特に多く，その純林がかなり

の面積を占めており，富士山においては土壌的極盛相と

考えられる。

6. カラ 7 ツ林は雪代跡地， 111火跡地，また森林限界

附近に先駆群落として発達する。

5 

10 

十

+ 

十

+ 

十

十

十

10 15 20 25 30 35 40 45 
E. C.V. 

15 20 25 30 35 40 45 50 

+ + 十 十 + + V[ 

+ 十 十 十 + + 十 Vl 

+ 十 + 一L 十 + V[ 

+ + + 十 十 + J([ 
十 + 十 十 J([ 

十 十 + + + ]1[ 
十 十 + + J1[ 

+ + + 十 ]I[ 

十 十 + + 江

十 十 + 11 

+ 十 + 11 

+ + 十 11 

十 + E 

+ I 

+ + t 

十 I 

十 工

+ I 

十 工

E 

十 十 + II 

7. 全層群落的には亜高山fif上部では常緑針葉樹蘇

類と L、う組合せがよくみられ，やや高度が下がって常緑

針葉樹カニコウモリ蘇類という型となり，更に高度が

下がると群落は複雑な様相を呈して来る。
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Summary 

In this paper， the writer reports the phytosociolo-

gical constructions of the subalpine needle‘leaved 

forests of Mt. Fuji， which have been scarcely influ-

enced by human activities and which kept mostly in 

the so、calledprimaeval condition， esp巴ciallyon the 

north and west sides. Of th巴 forestsmentioned abo-

ve， the Abies Veitchii， the Abies Mω-iesii and the Picea 

bicolor forests are took into consideration here. Both 

the Lω-ix leptolepis forest and most of the Tsuga 

diversゲ'oliaforest are omitted on description because 

the phytosociological studies on them have been pub-

lished in 1965 and 1963 respectively by T ATEW AKI， 

ITO and TOHY AMA. 

1. Abies Veitchii is found most commonly as a 

member of the subalpine needle-leaved forests， but its 

pure community with large scale is poorly developed 

in Mt. Fuji. 

2. Abies Mari・esiiis not found on any other side 

except the northwest side of Mt. Fuji as far as the 

writer observed and development of the forest is 

found only local here 

3. Picea bicolor is found commonly in the lower 

parts of the subalpine zone of Mt. Fuji and mostly 

mixed with Abies ho川 olepis，but formation of its pure 

forest would be rather infrequent. A typical example 

of the pure forest is shown in the belt-transect [3. a]. 

4. The Tsuga di叩ve目r叫folμiaforest is considered to 

r陀ep戸〉汀re目sen凶ltan edapμ凶hiにcclimax and occupies a large 

area on the north side in a pure forest. 

5. In Mt. Fuji， the Larix leptolepis forest is to 

represent pioneer stage of forest-zone-establishment， 

and is well developed， especially near the timber line 

as a plOneer commumty 

6. From the view point of vertical distribution of 

some kinds of community-type in Mt. Fuji， it is 

interesting that a community of Evergreen Needle-

leaved Conifer恥10ssestype is found in the upper 

parts of the subalpine zone at五rstand secondly， of 

Evergreen Needle・leavedConifer-Cacalia adenosty-

loides-Mosses typ巴 is found on down and that 

communities are shown more complexi¥y in the 

construction in the ¥ower parts of the suba¥pine zone 

in Mt. Fuji 
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The following seven experirnental plots were studied (Fig. 1) 

Transect Sociation Elevation (rn) Locality 

[1. a] Abies Veitchii~Dryopteris austriaca 1720 Along the Kawaguchi route 

[1. b] A. Veitchii~Cacalia adenostyloides~ Mosses 2030 Near Komitake shrine 

[1. c] A. Veitchii-Rodgersia PodOlりoylla 1710 Along the Y oshid route 

[2. a] A. Mariesii~Mosses 2210 Near Oniwa 

[3. a] Picea bicolor-Rhododendron WadanulIlー
Cacalia adenostyloi・dιq 1830 Along the Osaws 

[3. b] P. bicolor~Cαcalia adenostyloides 1840 Southwestern side 

[4. a] Tsuga diversifolia-Rodgersia Podophylla 1770 Along the Y ohida route 

[4. b] T. diversifolia-Mosses 1980 Near Oku-niwa 

[4. c] 2260 Near Oniwa 

[5. a] Larix leptolepis~Mosses 1850 Along the Syojin route 

[5. b] L. lelうtolepis~Rhododendron Fauriae 2380 Near Kornitake shrine V acci niulIl V itis-Idaea 

[5. c] L. leρtolepis~ Vaccinium Vitis-Idaea 2400 

[5.d] 2450 

[5. e] L.feCρotofafeFMlMGSE←rRo hododendron Fauride 2400 Western side 
Ca 川 α'grostisLangsdorffiii 

[5. f] L. lepto!ejうis~G，LlalJlagrostis hakonensis 2450 Along the Osawa 

The following table shows the nurnbers of the tables， the品guresand the photos 

of the belt-tracsect in the present study 

Sociation Table Figure Photo 

[1. a] Abies Veitchii~Dlyopteris austriaca 1， 2， 3 2 1 

[1. b] A. Veitchii-Cacalia adenos.かloid，ωMosses 4，5，6 3 

[1. c] A. Veitchii-Rodgersia podophylla 7，8，9 4 2 

[2. a] A. Mariesii-Mosses 10， 11， 12 5 

[3. a] Picea bicolor←Rhododendron Wadanllllιー 13， 14， 15， 16 6 Cacalia adenostyloides 

[3. b] P. bicolor~Cacalia adenostyloides 17， 18， 19 7 3 

[4. a] TSllga diverslfolia-Rodgersia podojぅhylla 20， 21， 22 8 4 

[4. b] T. diversifolia~Mosses 23， 24， 25 9 

[4. c] 26， 27， 28， 29 10 

[5目a] Larix lep~olepis-Mosses 30， 31， 32 11 8 

[5. b] L.fevJうdtoCCfe1.pnis Rhododendron Fdunde-
illlll Vitis-Idaea 33， 34， 35 12 6 

[5. c] L. leρtolepis~ Vaccinillm Vitis-Idaea 36‘37，38 13 

[5.d] 39， 40， 41 14 5 

[5. e] L.feCρatfodftFFp21 ts Rhododotdron Fdurzdeー 42， 43， 44 15 agrostis Langsdorffii 

[5. fJ L. leptolepis-Caramagrostis hakonensis 45， 46， 47 16 7 



遠山

Photo 1. '/ラヒソシヲネワラビ;1;1; 1洋!J~ [1. aJ 

Llbies Veitchu-D1ツορtensaustnaca soc町[1.a] 

Photo 2. シラピソーヤグノレマソウ基îllM~ [1. cJ 

;lbies Veitchii-Rodgersia T山loρhyll，μsoc.[1. c] 

Plate I 



Plate II 

Photo 3. イラモミ カニコウモリ基群集 [3.b] 

Picea b化。lor-CacaliaadenosわIloidessoc. [3. b] 

Photo 4. コメツ力{ヤクルマソ巾基群集 [4.a] 

Tsuga di'uel叫

遠山



遠 111 Plate III 

Photo 5. カラマツーコケモモ基幹集 [5.d]

Lari:r Lψtoleρis-Vaccinium Vitiしldaeasoc. [5 .d] 

Photo 6. カラマッハグサンシヤクナクーコケモモ );~mfl~ [5. b] 

[，ari:r leρtοleρis-RlwdodendroJ1 Fauriae-.i1山 '":CI川 u711Vaiトldaeasoc. [5. b] 



Plate IV 沼地

Photo 7. カラマツーヒメノガザヤス子副rr11主[5.f] 
Lari:x; lefJtoleρis-Calamagrostis halwnensis soc. [5. f] 

Photo 8. カラ<''J 蘇Jlfi基wr集 [5.a] 
Lari:c Zψtole戸川-Mossessoc. [5. a] 


